
oOI

〆耐候柱檎撃 u u ！

　　　　内容
項目・

藻・設齢毒灘嘉争』 ヨ本蓮路公団仙台麓設局

側P，島連随踏枝術セン外 差異，理．由簿

塾準乃
　　　　　　　　　　　1・
漁塗装耐候柱橋梁の設計・施工孕領催） 耐諭る性鍋材裸便用楠梁の設計・施工要樋擁）

H召才ロ6’年3月　　　　　　　し ロ麻ロ6ノ・葺2月

耐候桃鋼林ち無塗装で側射る． 耐候，肱鋼精屯裸便副rl5
適困の髭囲 鋤分コ》ケリ・トを有する上▽昏アレトガしタ」橋 工陛ケ面プレトガ」タニネ島に由甲，

o．り に斑甲する 億断面ルトが夕二’：フ・・ても準爾で趨）

♂，・2♪
・耐f嗜匪鋼捨の黒塗装便甲ぱ，海外郁砺凋謙塩の 通田の範駐尾雑．やガば撮虜として．

適田可罷地民
（凶田躍境）

影瑠5ザホき“地域に商国すうっE原則ヒする．

鷹舞轟搬臆礁脚伽［
田固，山向巻卜等の地理白卿牛・1二あ・τ，

需采塩今や亜硫酸ガズ偉ど1てよる
燭腐勧影響が豪しく蜘嬢虜ヒ

り・競向部∫

り田園地働3し都軸叡爾，泊糊β
限亮し伍．

．およしべ淘ガら誘苛机肉滴ヒ向β，，し、

’ひ～サ艮平・聯芝のそて「）

の飛葉脹の影響ザ大きく，耐1眺鋼柞り

一
焦

塗装便鴇雨，由計蓄い地珂

り沖縄企球
bウ，躰沸恥叫じギ、謹駄杉

そ弗の》瞬、

鋼ネキ
　ぐ’。午2

丁ノ5脅3〃隼ジ縮離爾耐候吐勲伺圧延鋼才ヤ

　　　5阿ハ4’π
　　　5岡、45D　w’

　凋注
解説に
　　通常地域、紫冷地蹴ぜ

，5’4」4ξ冶w。　　　　　　　・ 耳専写’」£己【r寡rン＄；比二・ヶ　谷土セ戸て㍉：お1ナる

・鋼稗の選足，ヵ・：歩坤て“る・
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　　　　内容
項目・ 群毅麟鷺蕊、 日本蓮路伝田仙台鐘設局

（財），訪逆殖踏枝術センダ＿ 差異，理由簿

高カポルド

　（’．∫2

　　　　　　　　　　　1・
r’oT拓わ彫τの耐侵陸腕A創刃・る．

　　　　　　　　　　　　　　　1，

　　　　　　　　　　　■　●

　　　　　　　　　　　1

F！0丁綴の耐候性討与した莇茄しト 耐候性商ヵボしトは，3ぼ

　　　　　‘」1S化さチζτない・

1L祈でけ．嶺塗特橋梁り

贈鮮鐸甑タ覆爆，
Tl～Bl陰しレ令櫓嚇も∩び
だ）耐臓柱マ什与ハ働1；

主ヒにα，（ン．Nし笹じて

燃晦闇甦師樹芝
慢津勢も唾静とにら，

撫澱才ヤ料
　ぐ’．6）　、

●
o

』

耐候性鋼撫iグ蝋毒糊
・いh　T、讐イヒ唱寺き↓へZ・、ヨ・ツい：

吋候性鋼排の宣うに
づ望∋同iI籍1＝～ク，ク鴨L一ド．罵7’ヒ

Pの区別1す帥マい虹い・

叔，沸銘持料1れ
・蕩橿金ほ州鱒嗣知馬
c匹，Cr，枇ハ令櫨’帆
槻才ヤ亦卜良値圷団う恢

こし老．全櫓糊鮮蝶
亨酷・翻：砂，てろ膿・止

㍗促甲レ．膓採金属り

耐4、難t舞保方3刷
よい・

耐候性鋼材の接合に使用する溶接材料は、J　I　S　Z3214（耐候性鏑用被覆アーク溶接捧）・

J　I　S　Z3314（耐候性鋼用サブマージアーク溶接用ワイヤおよびフ・ラヅクス）、J　I　S　Z

3315（耐候性鋼用炭酸ガスアーク溶接用鏑ワイヤ）のうち、表一・1．6．1に示すものとする。

　　　　　　　　　裏一1．6．1．　耐候性溶接材料

鋼　　材
彼覆アーク溶接

（JISZ3214）

サブマージアーク溶接

（J1SZ3314）

炭酸ガスアーク溶接

（JISZ3315）

SMA41W
SMA50W

DW5016A
DW5026A

SW－51
SW－52

CW－51
CW一・52

SMA58W DW5816A
DW5826A

SW－61
SW－62

CW－61
CW－62

oo
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　　　内容
項目・

菱・設轡蕪灘魏、 日本蓮路広田仙台璋設弓

（賜商逆道踏枝術セン外 差異。理由簿

腐食代
　‘2，2）

腐食綜賜恵．匹、、ものとする

　　　　　　　　　　　　　2
同圧

醐離鋼井。咳胎ひ”を形崩3
ために鵬腕級樗の瀞動4．
α’、α2喫：の庖r超乏る凸はざびの

発士酵想さ曙15坊ばナ船’よ．

耐傾吐鋼‡耗蕊塗叢便甲ずκミ

τ，3翫」“．

鋼才そお～‘バ

形鯛の練類

　ぐ2．32

　　　　　　　　　　　o
・鋤覇轍f3ら旅才姻1姉シ易1臨碗して
　Z・～る1ご》ナ少・ザ」くすうのが一よ㌧、．

　　　　　　　　　　　　　　　●．

・形鋼り種糎ぽ市場・腔乞考彪して選髪すう占φとする．

．摘剰属物鮒銀響，f駒母9ケぼ・も“は、

劒檀，寂層乞愛電1ご．梗幣％多・、鋼扱晒
；扱η費ウ乾こ食，・

．イ㈲量の少脚ホ物ボ1しDま．ズテンレス鋼繋。

しの一四・・るのゲ良ゾ、，．

・板厚ザら’一来矯の鋼亨ヤぱ，

特に入手げ困難1である．

バ芙2合晶i少哨郎立（置旧‘3向）

。拝囑∫巳寄．纈母3ヒ3うば・1と
’
入
与 ゲ困趾砺る．i卵に

激てば姻査バノ纏栃ろ．

構
造
細
日

・k・早都ネヤ

で2．午。’）

　　璽
‘2）粕ザたの下7ラ」ジ

　　　　　　　　　　　ー　　　，　　，

7聯孝ヤ1；は、前）K，緒瓢ザ瑠3クやす，ので9

・館伽昧が可t渇就随ヒしt甜4“ざt島噛、・

“）工飾獅惚つ下7うガ

　　　　’

　　　　　　　　　＿　　∠淋勾起
　　　　　　　　一　　■　　　　　　●
　逆ヒズ篭をやや大3めに’rる．

　　　　　　　　　遡

永平む桝引rl氏）｝ぐτ……均，ナk・みら等げてヤ1・くu彫状嬉乙寸る

しのとすろ．

　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　⇒
　　　　　　　　　　　醒鎮窟了隆
〔＿＿卿　　三＿＿　　　　　　　　　　　　　、

　　ω　　　　レ’恥，、＼ヨ櫨前に逆ヒズC

　　　　　　　　　　　　を”ける

　　　口二㌻コ。ロコ
　　　　　スけ7レの水肢亀孔
　　　　図5－2　水接き孔

目由畏出橿

（・、・さぐずも）

田z髪 　　　　〃肇置

　　　　、働圃

！1

！ 　　　　　　　一
面5－5’r7，”り顕回靴
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項目・
内容 籠・言警繍灘慧、 甲本蓮路公団仙台麓設弓

（財♪商連道路枝術センダ＿ 差異，理由簿
〆2・4．の

締副料 クト側1二蜘付噌“τ・1るネ西剛材f3．下端細二5ぴ”昇

以勘スかラヅブ儲鍬》靴し伽よう1＝す勘卿、・

　　　　　　　轟偶　臼側
卑

●
o

　（3，5．’3）

■
　
丁 司庄

網剛”0スカー，ッ7P

，

・髄楴鮒十の下端ぽ、神剛稗

月蔓縁，下力ンジの訂耕バ
麦髪するむ陽で勘，こごでぽ
弔テに“偵墾ケ勺暫乙ガ朗萌1ま，

構 ぎやγみバたヨ5駕が窃る・
教る、二q昂分が補剛井トば，

造
細

　　‘外巴飛，

国一郷L4．6．冨亀桝下嬉昼の紬一，7プ

　9『． 大勘のスかラ・，プ屯切，
2kやζ7メ，い通，≠髭けろ＝ヒ戸Y’

ご“～るよう1：しr；rブ↓1はドね［ラア∫鳴

目

ヌ留プ
陰

図5－5

ぐ2．μ。4ン

箱桁りF

肉面処理

箱げ托り内面11，塗婆葛沌すむりとする． 規定r∫し
詣縮の内面はク蜘；ナナし

慢閉状熊ぴ3r」く．伽概地し
が弥し・．よ，τ，結霊しτ

r2，阜，5♪

けた端郁
　周匁

陶迦壱Pは，塗・装を施す〃膣ネ粟準とする」

’
σ
κ
端 緬・輪，欣伸縮装置，葡ぐ．み・」ひ”絃らの

　　　　　　　　　9凱k蟹伸朗“蟹
窟沌すのが望鮎しい，

桁端節1守．風通レ駒撮塊扮び瀞の険捕；の

維棚曝に配薩曜縮珪とし．ミもヒ動櫨報

鐸

ぐ3，ぎ，阜）

家切

甑湿瀾枕厩吻やすく弔O
必，腐食環磁と壱矯
：の担諦吟は，隠塗培と畑ド

飾禰乳剛廊鎌女曜芝
一一一、、

図欄乙“，り47琳近の胆“ 、 鴇撚乙
皆～。

、 銑y～
＝郵・

吼

一
，ち灘 襯牒母観ぐお・よ畔帖ヂ

r”、・、
彪

・’●’o　o

o・，9
1、

2墨

1
； 』聖補耀 勿

き乳1・．

1問1
1 レ

］

一 1 勿
　，．1，融眠・榔撒

，弟 ，

孕 500剛曜

豚昧1ナた聯部1す路伽ら防
汚》kダ直接力’々、勘塵苓や

鶴瓢kダ翔浦ヒジ、1臨
庸食便ず、、撮1覚卜部qZ・・

通常う塗装橋婆』力曙τ
財食、Pシ礎15対するゆ覗ゾ

闘一郷こ“　嗣げた’F”ング面の処哩

堺摺
一，

脚鵬勾配

淵畿一べ4↑’・ べぐ7㌔
へ：9

￥・・ ．’●　　P■

l　　　　o
：．・

1ρ．一ρ、続

5ビ

図5曽6

ヅ．1亙’・　葦・

篇■50肪食億己

特㌧噌尋』ざ4・乙・ろ
こ嚇†擁ト毎1す庶塗細押ず一

通陪り…彦砦補馳団様1も

塗砦ε施す破楳岸と咋．
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　　　内容
項母

莚・設轡灘蜷鑑、 百本蓮1路云田仙台律設弓

（賜南逆道踏才支術セン外 差異，　理由簿

構
造
細
日

‘2。4．6）

排ンk装置
排水装麗ザらの路面汚）kバよ，て冷岡’ブ1＝

を濡ら己で肛．r5らr」い．

　　　　　　　　　　　　　　曇

，排・k萎綬け，路面晒のお泳バ鋼桁1：働’ら

r♂，，ようrよ糊珪と㊨もりと祁．で3・6・り’

　　　㌍一ノ塑 漁
一
　
編 罷醍

　“爾超鼠
　　　　　　鶯羅募委．

図5”12　擁ホ寧ナ月辺◎臓引倉曽．融”Ω昌導O工喪例

　　：：

凱

’2．“つ）

　そ“他

リガく蓮麿の添加

　，k泣窟ε添悶督湯飢は，籔井物噴蜜れ
　，k輔袖．k健，z．橋弊げ沸協・よ搬

　しr3げ鼠1ざ痔らはい．

2）高掴
　蒔桐1．咋、醐1峯性鋼祥o魚塗装使剛壁1テミ

　（が●よい．

瑚尾はし

　　　　　　　　　　　　　　一

ち櫛」ご人マり擁超5物」・ば

焦塗装硬国1胡避げるのバ♂い，
こ』klご．職亮ヶびの生縄‘＝不剃と

言うりτ冨丁；く．耐健控鋼膨葡

看面ヒ秘窒肺さび1二地て
人マが漢柔ロ反客沌特ワのε

懸念しZ媒乙τ勇る・

支承
’2．午．の解説2），

黒塗粘承睡隅る鋼耕は．耐で1魏この
烏いもの三用・・るもqとする．

で3ゐ，’♪

支丑く‘通則ヤしセ．旛融鋤メッ矯る笹

重瞬食塗衷t施して甲・凸勧しする。

伸縮羅、，
‘2．年．の解説！）

イ斬宿袋置は．耐久性の冴る非排オく型ゆり暫縣7

すろ．　　　　　　　　　　　　・

（3．6，2）

イ軸醸置ば，凍則とに鋼製フィゆニジ暗トリ
非拝卜氷型三便用するものヒする．・

検査路 規是はρ，
‘3，6．3♪
ネ食査ヲ各ほ．ネ梁袴〉梁り並…・面k認｝益に知i弔すうナ鋳合1ゴよ

公団旭梱・謁もののセ麟軟燦金する購勃し“・



項目・
内容 薩・言署無嶽鐸魏、 日本蓮路公田仙台麓設弓

（賜島硬監路枝術センダー 差異，理由簿

表面処理
r3・o黒度処i哩

　滋を装橋梁の表面ば望按を険去オ3のτ捜準

（4．1．2）表面処理

鋼窟を面‘ご，仮組立麹衡ニブラ井し
累轄講脇雌譜
碕p唄期嘲1‡く鰍ぞ寸』』嶺’≧．

どギる．　　　　　　　　　　　　　　， 里度■除去するひりとする． キ碇さ〆層の形卯で，＝螺．慮・’い’

施
　
工

勲除勧蔽r5’3。s・2・・偶ンヤ’レプラスリぬ

ブラス隔期二雌ろ財エナ融斎餉と督．

駅麓しド暁、嵐訓協輪飼，

さ〆“牲じ駅も誌♪協3．

諦粘の

鯉冷、輸逸

ぐ3－2）　彦βレ才・夕qイ1費超｛ミ，覇選，

o．宅餓の便径亀保嗜は次“砂襖で行うtのヒ魏．

　獲郭物寸・駄が同訟ヒ脚δ・おt訂
　遷勢こ一扱甑す二ものヒ嚇．

　の難がら彌）回訓∂上ザ識ラ亀ね・・敵卜1建
（2，

ぐ4．2）都樽り仮｛珊，輸逸

　伺た

　3ン．
　壱蹴マワ昇は，これけ謎び’むらげ御顯’＝

瞬乙κ』1ナ．ブラ郊巧聯気

3z’1畷醐儲夏く郁」ヲ＝

工亨’工才麗鋼整すシ腰…

勇る．

η静†キ趨搬ヒ首卜，τ時．1窃）kバ押も†σ“ようh r諏」確弛画乙蔦する．

し抽7い1㍗灯シ憾い・

架設
で3・3）架設， 1畦一3）果設．，

コン7り．朦腋1ま，鋼桁の鶏乏役．噛升悔’ド

携賜5＝ヒが堂導し“．派縮1撫t；
什駒他｝7リ＋、モ呼レ、土吟tτ蹴．

同注，

逸へ㌧b零除去おものヒすさ．

記録赫び・

　　表示
規遅惇し

弓，記録噛岬表爺

嘱難羅騨己蘇覇辮
（z）裸矯梁』嘘油常の橋r桜の他に・裸：橋果、こ“

　遂さこヒ翻詑廉赫τf筋“ガ逮｝い・

　　　　　　　　●
9

～レバ上　～



〆聯や腔橋・の ／

　　　　内容
項目・

灘翻．騰魏、 北シ辱道土木．枝術一’会

鯛遊路橋研究券員会 差異，　理由簿

基準乃
惑塗漿耐候1生橋梁の設誹畑工野預‘髪）

北勘道ヒお｛博耐イ’菱椎鋼纏裸便嗣の

遁蹄掩り厳計び施二稲針
％和6／宰3月 昭如56年7司

耐候柱鋼材と無塗夷で便糾る． 北劾並に淘ける耐候，陛鋼杵と裸便甲
適国の範回 鋪男コ汐リ・トぢ有する上房香フ’レトガ〕タ＝橋 する金岡道笹乙補に噛用寸る．θ・ノ）

に遭用する（〆．θ

適国訂能地賦
繍1更吐鋼扶の黒塗装使甲戚ノ毎外部レらの飛釆塩り

影努5が・トぐQ地域1に由国すうりE原則とする．

σ。勾，大嶺腐食瑠境ρ分類

　　第1綴窺境～第厚綴環均
り硲幸塩の影響げ↓さく耐偏i生金琳爾
漁塗簑便甲に適すろ比域’ 並内ぞ薯級守o伊蛉して』

9山向部 いる

り田園地帯励び都布郁生顔，泊岸蔀
お♂し怖ガら樗肺陥滴内ガ、し

ひもサ尺平卿芝のそて）
o

ゆ蘇嵐の影響ザ凝く耐麟k鋼栽一¢，
焦塗装便甲雨、道ぐ悸し，地珂

つ沖縄全壌
ヒリ．躰海貰洋1馬しずクト1羊、・董面㌧杉

そ弗の》瞬，

鯛勅’ （ノ4） （’・7♪ 北幻苞の指全ヂは

」15脅3〃ω糖酷用耐候性禦σ1圧延鋸，才ヤ 同注．

　　　　　　　■

σ’5ビγ31’4診」曳前

5阿，44’四
5阿，4go　w’

》
，
軸 a脳温度1・おける低遇いM生ら保江

5’〃、458w” 隙蘇戯柵勘てf紳脇展すも

f

OJ



～

　　　　内容
項目・

建設萄土　研・尻引牢
（禦智禁．づ鑓鶉会

北落道土木枝術会
鯛道路橋研究毒員会 差異，理由簿

＼
喝

カボ’し←
ぐノ．5ク

肋τ珊，．F訂の耐候柱尤レト咽噂。

ζ1．9）●

称腰，陸商ヵ太’しトと肉・る励合に1ゴゴ01一暇・

甲・ゐも偽ヒする．

耐候性商ヵれトは．J熔
」’S化軒ζτない・

lL肝て一け，、旨塗樹喬粟っ

翼翻鐸趨町i杢1業、慰．

Tl≦Bl陀ら1ソ令掃嚇も“乙り
か）耐¶糾主マf十与わ仏川・

士ヒに（』㌧，（ン，Nし惇ビて

練廉耐碓師樹乏
傑印す》もリヒ古もとに弓．

溶搬キ料
北商芭．u’ls煽是前…現痴才、JI5，

葡難生鋼木相⊇グ戯井判

賦Tl訓ヒ1寺錬z“3ザ
聯倭性鋼排の書うに

便田条件1：b．プレドrπヒ
Pφ巳別1すさ披い†」、、・

よ）z，）捲柊持料1客。

離麟tl麟雛
w一才ヤヘ下眼値て下働う伽

こしを．全櫓避瞼手媒

亨酷耕砂、てる膿、上
Z・促甲し．牌峠鑛り

耐4、難芝施保す5・が’

εい．

耐候性鋼材の接合に使用する溶接材料は、J　I　S　Z3214（耐候性鏑用披覆アー・ク溶接捧）、

J【S　Z3314（耐候性鋼用サブマージアーク溶接用ワイヤおよびフ・ラ7クス）・J　I　S　Z

3315（耐候性鋼用炭酸ガスアーク溶接用鉱ワィヤ）のうち、表一1．6．1に示すものとする。

　　　　　　　　　衰一1．6．1．　耐候性溶接材料

鋼　　材
彼湿アーク溶接

（JIS　Z3214）

ザブマージアーク溶接

（JISZ3314）

炭酸ガスアーク溶接

（J【SZ3315）

SMA41W
SMA50W

DW5016A
DW5026A

SW－51
SW－52

CW－5：

CW－52

SMA58W DW5816A
DW5826A

SW－61
SW－62

CW－61
CW－62
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　　　　内容
項目・ 灘翻．雛魏、 北漏し道土木．枝術・・会

鯛道路橋研究毒員会 差異、理出簿

福
造
細
目

商棚 ぐ2，4，7）　2）

高糊切耐づ舜主鋼事筋1駿期更帥よ
避‘プるのが」㌧、・

2．7

高樽通はアルミニ、ラム製あういは，ステンレヌ堪で・

壕則とする．耐f雛鋼を甲・る場合’ゴ銘石

脅孟鋼ぞ甲必場合1廻．を装ヨだ’ゴ臨んキ

と行シし⑦ヒすろ．

鳥櫛」ご人マの袴近，する物，，ご

焦塗物賄隔避脳のバ♂、、，
こ“q，峨亮きぴの生槻に靴リと
宅；うりτ“1ざTJ：く．事詞彫楼蝿ξ三く濠瑠孝実り

．表竜コヒ発・定す5ざひ；一にラナして

人マが’妥柔ロ反κ遣特フの三
饗垂念↓Zの＝ζτ一∫うる。（士3『）

乏　永
厚，佑5ノ解説2）
無塗装支承に便国する鋼篇コ．耐候世り
萌“もリセ用・・るしりとすう．

で2．5）

赫本嚇図寸儲な，葡鍛り葡も泌σ1ナ楓
はうば）、，ロ・ラー．こちが●うf酌岐尻0アンカーネ1レFぽ

ステンしス鋼壊ヒする．

伸♂繍遭
ぐ2謀、5）解説0

伸綿装置，σ耐久’吐のあ5洞」卜7k型り匂のを

便用すう．

〆2．6）

伸編婆椰3特‘舜非＊杜ヒ7！ぐ岳挫1＝

1軌t蘇継ゐしσけ4〔ば賜Uい．

一
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　　　内容
項目・

』建設萄土　研乳引牟
（蓑2・轡蒙．購鶏絵

北薄道土木枝術・会　1
鯛道路橋研究毒員会 差異，　理由簿

施
　
工

表面処理
‘3・0黒廣処裡　　　　　　　　10

　滋塗装楠契の表励ば勲ε険鍋3のτ1該1孝

　どrる。
　　　　　　　　　　　　　　巳　勲除芸の裡疲r5’3．3αao僻ン↑佑プラスゆズと

　プラ又トロ繍：出郷紺エナ鋤箭餉とする．

　　　　　　　　　　　隙

‘3．3） 架邑位曜・襲観解ど 辰面唱瑠区分 臼　　　　　　舞 糊教轍蒲辱鷺麟
涛・唱期哨ll‡く軸一ヤ・ドト研ヨ．

身恕しぐ層の斤多虞亀τ，＝9需ぞ・〆’

駅麓しト時、駄師煽脇飼，

さ〆煽t亡じさ姻二㌧ガ嚇．
（土笥）

応噺雄などで更瞑』；の配

慮を“行う4ロのある

地域

口品プ，スレ．重創3

原颪プ，ヌひ＋闘鵡

プうヌひ

斜覗からo襖で●電い内

甑鯖惰内厘や討傾購な

ど‘応獅亀の幅票を除く

1鮎鳳反つ食の豊2とし
て桝い．、㌧＝

！鵬罐翻忘蛋器
あo地域

翻晶プ，呂』重加3

原蟹プ，ヌト　’

1賜紬・’山岳耽ど服

’肚肥壁解轡必
要のない触域

厚蟹ブ，刈．勲隠　”賂

黒直つ◎の3重

、
郡 粘の

耀冷，輸逸

ぐ3－2）音β竹q仮嶺，賜送．

o．睾餓の便盤・保嗜は次φ欝勇でそテうもめとすさ

　獲耐ヤi寸・駄が聞乙＝ヒ戸い晒吉うt“

　婆勢ご1姫賜3ものとず5．

　il）難がらq恥ド＾劇∂上卜fr導饗榊澗ぐト1建

η詐‡キq酬椥；首卜，て憾．淘）kバ岬も†σtlようh

　し仙ナ転惇・灯シ憶い．

　1”製晶プ”雨．工恥ら舳督翻1用うの耀耽する．

ぐ3・仏）1凌留，輸匡

エヤ牌昨鮮輸選1謝ける保柳多嶺1す．
毎匙しぜのt咲ヒ思一影響孝与えπ・・肴法τ
行の1ilナ逝は｝博らす」・い

瞬乙’充け．プラ郊妬雑蓑

3z“の勲石1儲薩妨討う’：

工乎琳疑調楚す5ノ虻薯。・・

吊．出F）

架設 で3・3）架設、

コン7り・咳腋1改，鋼桁の矯乏役，むト悔・ド

打鼓む詫が望肌“。派．楕ザ却；
什萄唯工7リ＋、モル9，レ、↓吟π鴇t．
逸へしガド険去すもも。ヒすさ．

侶．5♪架言支

黙搬．1捌」瞬版打隔街期向欧［縮し，
隣恥浜う回≒贈少rr〈脇昌’亀エ絹価貸～3
脇セお．キ離行星“暢壊ンツリ・ト、モ岬レ，
土伽」ど1せ・晒榊嫉す、しらセす～．

記録：赫ザ・

　　表示
規油」し

　　　　　　　　　　　　　9

歳疑鳩し．

3・6鋸ヒ蝿館ひy、陵，

へ‘ス《＿

さぴの生成過樫は目祝級察により判断し、安定さひ層の形成上支障となる部分

が発見された場合．迎やかにその原因を究明し、対策を講じなければならない。

安定さびの判定は．さび色．板厚の減少程度、さび屑の下地形状、フ3ロキ

シル試験などにより総合的に行うものとする．


